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背景

• コードレビューは品質を保証するために必要 
• プロジェクトメンテナはプルリクエスト(PR)レビュー 

プロセスを支援するために自動化ツールを使用 
• CIの導入により，ソフトウェア品質の評価が困難な 

側面に焦点を当てることが可能になる [12-15] 

- プロジェクトの適合性 

- 非機能要求の遵守 

- 設計
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研究の目的

• 探索的な実証研究を行う． 

- CI導入後のプルリクエストレビューのコメント数の 

平均的な変化によって負担がどの程度軽減されるかを
定量的に検証する
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CIは実際にメンテナのコードレビューの労力を 
どれだけ軽減できるのか？



リサーチクエスチョン
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CIの導入によって，プルリクエストレビュー中の 
コミュニケーションの量はどのように変わるのか?

RQ1

プルリクエストがオープンされた後の更新量は 
CIの導入によってどのように変わるのか?

RQ2



データセット

• Zhaoら[8]が使用したリポジトリ17,000のリスト 

• 長い歴史を持つプロジェクト(明記されていなかった) 

• Github上でTravisCIのみを扱っている 

• 685件のGithubプロジェクト 

• PR：1,214,826件 

• コミット数：5,150,112件
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評価方法

• 回帰不連続設計(RDD)を用いて評価 

• 関心のある変数を横軸に，導入前後を比較 
• lmerTest Rパッケージ[47]を用いてモデル係数を推定 

• CI導入が従属変数に影響を与えたかどうか
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RQ1

CIの導入によって，プルリクエストレビュー中の 
コミュニケーションの量はどのように変わるのか?

RQ1

• PRあたりの一般的なコメントの総数 

• PRあたりのレビューコメントの総数 

• PRあたりの変更を誘発する 

レビューコメント数 ([35]を参考にアルゴリズムを提案)
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一般的なコメント

CI導入前
CI導入後

導入直後
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時間(月)

一般的な 
コメント数

モデル係数二乗和

減少

導入前後で 
有意差あり



レビューコメント

CI導入前
CI導入後

導入直後
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モデル係数 二乗和
時間(月)

レビュー 
コメント数

減少

導入前後で 
有意差あり



変更を誘発するコメント

CI導入前
CI導入後

導入直後
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時間(月)

誘発する 
コメント数

モデル係数 二乗和

減少

導入前後で 
有意差あり



RQ2

• 修正が必要になったPRに対するコミット数
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プルリクエストがオープンされた後の更新量は 
CIの導入によってどのように変わるのか?

RQ2



修正が必要であるPRのコミット数

CI導入前
CI導入後 導入直後
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時間(月)

コミット数

モデル係数 二乗和

変化なし

導入後では 
有意差なし



まとめ

• 以下の項目がCIの影響を受けるかを調査 

• コードレビュー中のコミュニケーション 
• コードレビュー中に行われた変更の数 

結果として 
• コードレビューあたりのコメント数が減少する 
• コードレビュー中に行われた変更の数は一定 

→ コードレビューの負担は軽減される
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付録



一般的なコメント
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レビューコメント
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変更を誘発するコメントを判定するアルゴリズム
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